
皮で､水平方向に動かした｡あらかじめ､被験休

には､巡動を検出したときには､レバーを押し

(GO),迎動を検出しないときにはレバーを押さ

ない(NO-GO)という訓練 をした｡刺激の望示

時間は2秒と4秒であった｡2才のニホンザル2

頭では､祝lll20分/周期の正弦波､呈示時間2秒､

反応時間の制限が4秒の条件で､正答率75%を基

幣として求めた閥値は､2頭とも2.18分/秒であ

った｡矩形波の同一条件で750/o閥は､それぞれ1.

5分/秒､2.0分/秒であった｡速度が遅くなる

につれて､反応時間はいずれも増加した｡ヒトの

成人では､視角20分/周期の正弦波､呈示時間2

秒､反応時間制限4秒の条件における閉値は､そ

れぞれ3.13,2.18,1.59.1.59,0.79分/秒

であった｡視覚10分/周期の正弦波での750/o閲は､

それぞれ2.18.1.59,1.59,0.79分/秒であ

った｡ヒトの運動速度閲の平均値は2才のニホン

ザルの閥値よりも低い値を示した｡速度が遅くな

るにつれて､反応時間が増加する傾向は､2才の

ニホンザルの場合と同じであった｡

2才のニホンザルの結果をヒトの幼児で行った

結果と比較してみると､ヒト2-5才 (11人 )の

閥値は､3･13-6･21分/秒､や｣7才(6人 )

の閉値は､2.'18-3.13分/秒で､2才のニホン

ザルの運動知党閥が､ヒトの6-7才のそれと同

程度であることが明らかとなった｡

サル網膜における色情報抽出の神経回指の解

析

大塚仰瑚(生理研 ･神経惰報 )･河又邦

彦 (岡山大 ･理 )

招近我々はカメ網膜の3種類の錐体視細胞に西

洋ワサビパーオキシデースの細胞内注入を行って

紺体問結合を解析した｡この結果､異なる色感受

性を有する稚体が終足から放射状に延びる軸索突

也 (teldendron)を介してシナプス結合するこ

とが明らかになった｡赤感受性錐体と緑感受性稚

休のように界班の錐体間のシナプス結合が色情報

抽出の神経機掛 こどのよう･に関わっていろかを明

らかにするため､稚体問結合を比較解剖学的に解

析する必要がある｡そこでサル網膜の錐体問統合

を調べろことにした｡

実験には細流固定したニホンザルの眼球を別出

し､前眼部と刑子体を取除いた後､剥離網膜を作

った｡型通りの方法で悶定 ･脱水した後エポンに

包現して迎椛押切切片を作製して錐体終足の微細

隅造を昭顕下で聯析した｡軸索突起の発達してい

る網膜辺柁部の錯休を主に調べた｡

サルの稚休終尼からは長さ2､8ILmの軸索突

起が放射状に延びていた｡この軸索突起の先端は

外網状屑に終わり､隣接する拝体及び錐体との間

にシナプス構造が見られなかった｡従来､サル網

膜の中心謁の錐体間にはgap結合があると報告さ

れている｡しかし､杵体と維体が混在する辺縁部

では近隣の錐体までの距離が10-18JLmあるため

telodendronを介した紬仏間結合がないことが明

らかになった｡また従来報lBされている杵体と錐

体問の結合は今回の定nTt的な耶折では見付からず､

極めて煎な神経結合であろうと考えられる｡

このようにサルの網膜では中心鞘と辺縁部にお

ける錐体問の結合様式が只なる｡下等耐性動物で

得られた錐体問結合の機能的な.C.味を解明するた

めにも､今後さらに比較解剖学的な解析を進める

必要がある｡

注視行動時におけるサル視床枕核のニューロ

ン活動の解析

揮井 元 (阪大 ･医 )

視床枕 (Pulvinar)は外側､内側､前部､下

部の四つの盛核からなる視床最大の神経核で､系

統発生的に新しく詔長実刑こおいて著しい発達をみ

せる｡しかも上丘､祝丑前域､大脳皮質の一次視

覚野や視覚前野のほか頭琉連合野､側頭連合野な

どとの線維連絡を有することから市次視覚情報処

理に密接に関与していることが示唆されるが､そ

の詳細な生理学的機能は不明であろ｡そこで､今

回の計両研究において､視覚牡の選択的注意に関

する視床枕の横紙を検討する鵜､注視行動時にお

けるサル視床枕核ニューロンの視覚反応性を解析

した｡実験にはニホンザル1頭 (9､2才 )､ア

カゲザル1頭 (8､3才 )を用いた｡眼前のディ

スプレイ上の江配点を悶祝するよう予め訓練した

サルをモンキーチェアに座らせ､その頭部を固定

し､微小TZI極を用いて投球枕より細胞外単一ユニ
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･}ト活動を記録した｡ディスプレイ上に受容野を

定め､種々のパターン及び色覚刺激によりその生

理学的性質を調べた後､サルに以下の三条件の視

覚関連課題を行わせて課超遂行時のユニット活動

を解析した｡(I)'受容野円に呈示した視覚刺激の弁

別を注視行動中に行う｡(2)注視点から受容野内に

呈示した視覚刺激への眼球運動 (サッケ-ド)を

行ってから弁別をすろ｡(3)注視行動中に受容野に

刺激呈示をすろが弁別しない(コントロール)｡

これまでに視覚刺激に応答を示すユニットを34個

記録したが､diffuselightのon-offに反応を

示すもの､方向選択性を示すもの､注視点から弁

別刺激へのサッケードに先行して発火するもの､

auditoryやsomatosensory刺激によって発火頻

度が増大するもの等があることが分かった｡現在

記録と解析を継続中である｡

r課 題 6

霊長類大脳皮質のモノクローナル抗体による

研究

藤田 忍 (群大 ･医 )

本研究の目的は､霊長鞘において最も発達し

た大脳皮質の神経構築に関与する分子､およびそ

の解明の手がかりと一なる未知分子を発見解析する

ことである｡本年度は､前年度に発見した一部の

中枢ニューロンの周囲を染めるモノクローナル抗

体群を災巾的に研究した｡抗体478の認識する抗

原分子は､イムノプロット法､組織切片のコンド

ロイチナーゼ処理などによりプロテオグ1)カン様

物質と考えられた｡抗体473とは異なるニューロ

ン群を熟める抗休876もコンドロイチナ-ゼ処理

により抗原が不活化された｡さらに軟骨研究のた

めに開発された抗プロテオグリカン抗体の中に､

一部の中枢ニューロンの周囲を染めるものが兄い

出された｡これらより､プロテオグリカンまたは

近縁の物質が一部中枢ニューロンの周囲に存在す

ることが明らかとなった｡

さらに異なるニューロン群に結合する抗体の存

在を想定し､サル脳海馬組綴 ･ニワトI)艦組織等

でマウスを免疫し､モノクローナル抗体を免疫組

織化学的に検宗したところ､さらに7,抗体を発見

入手した｡これらの抗体間の異同関係は解析中で

あるが､いずれもコンドロイチナ-ゼ処理により

抗原活性が矢なわれる｡これらのことは､中枢ニ

ューロン間の何らかの相互作用のために､多様な

プロテオグリカン様分子が利用されている可能性

を示唆している｡

霊長類網膜の運動刺激検出穐鰍こついて

田内雅規 (国立身障者リハセンター研 )

脊椎動物の視覚系では､動く刺激に対して非常

に強く反応する機構が存在する｡この様な機柄は

網膜においてすでに認められており､我々は網膜

におけるこの運動刺激検出の成立ちを朋明するう

えで､特に網膜のアセチルコリン(Ach)が盟要

な神経伝達物質としての役割を担っていることを

明らかにして.きた｡霊長類の網膜においては､A=h

の存在は知られているものの､その局在やAchを

持つ細胞の形態については全く判っていない｡従

って､今回はサル網膜を用いて､Achを合成する

酵素であり;コリン作動性神経細胞のマーカーで

あるコリンアセチル トランスフェラーゼ(CIIAT)

の抗体を用いてコリン作動性神経の局在を検討す

ると共に､他の動物ではコリン作動性神経細胞を

特異的に染色することが知られている核酸染色性

蛍光色素を用い､コリン作動性神経の生体染色を

試みた｡

麻酔下で放血直後の動物 (ニホンザル )から眼

球をできるだけ速やかに摘出し､4%パラフォル

ムアルデヒドと0.02%グルタールアルデヒドの混

液中で､一昼夜4℃で固定した後､chATの免疫

組織化学に供した｡一方､網膜細胞の生体鞄色に

ついては､摘出直後の眼球から前眼部および硝子

休を取り除き眼球腫標本を作 り､4',6-diam-

idin0-2-phenyl-indole(DAPI.Sigma)%

0.3喝/C の濃度で含むAm es液中に入れ細胞ラ

ベルを行った｡

この実験の結果､サルの網膜にはChATに対す

る免疫活性が内網膜に認められた｡細胞肘まそれ

ぞれ内税粒層と神経節細胞層にあり､細胞の突起

は内網状層【桝こ二つの層として存在していた｡｢万

DApIによる生体染色の結果､神経節細胞屑内

に直径が約Wpm程度で規則的に配列する小さな
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